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民間企業に学ぶ
『なぜ会社は変われないのか』柴田昌治著
地方分権改革を率先する自治体の登場

先進自治体に学ぶ
『どうすれば役所は変われるのか ～スコラ式風土改革』
地方分権改革が自治体に広がる
仕組みの有無より進め方の違い

1998年

2007年

同一自治体でも時期によって浮き沈みがある
『地方が元気になる 自治体経営を変える改善運動』

改革・改善がうまく進む時と進まない時がある 2015年

地方分権改革の進展と自治体の試行錯誤の歩み

自治体格差が生じる
『期待される役所へ ～行政経営の
ムリ・ムダ・ムラを突破する！』
改革がうまく進んでいる自治体と、
そうでない自治体の違いは何か

2012年

2000 2005 2010 2015 2020
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実践から学び合う ＮＰＯ法人自治体改善マネジメント研究会

2013年 ６自治体の職員有志と改革・改善の取組み方、組織力を事例研究
2015年 「地方が元気になる自治体経営を変える改善運動」（東洋経済新報社）
トップダウンの改革とボトムアップの改善運動を連携して、経営改善を効果的に進めていく方法を提唱
2016年４月～現在 月刊「ガバナンス」（ぎょうせい）連載中
2016年４月巻頭「自治再興」に元吉由紀子のインタビュー記事が掲載される
連載「いい役所をつくろう！～みんなが主役の自治体改善運動」開始。
2018年4月～現在「職員よし、組織よし、地域よし、“三方よし”の職場づくり」を掲載中

「行政参謀学習会」「チーム経営研究会」「改善ステップアップセミナー」開催
ホームページ＆フェイスブック 自治体改善の輪 開設

2015年
2016年 2016～2017年 2018年～
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提案募集方式における提案状況

資料：地方分権改革・提案募集方式ハンドブック（令和3年版）

規模の小さい自治体ほど、活用割合が低くなっているのは、なぜ？

４
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Plan

DoCheck

Action

Plan

DoCheck

Action

現行の制度運営

分権後の制度運営

自治体差がある理由は？

①提案募集方式を知らない

②制度を運用するだけで
十分か手一杯③問題に気づいていない

④提案までつくれない

⑤提案後の運営に自信がない

５
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よりより地域へ、改善し続けるには？

ボトムアップ
「攻める」
（新しく創造する仕事）

トップダウン
「守る」

（既に決まっている仕事）

職員

首長

部長
課長

トップダウンとボトムアップをうまく連携する
「二刀流の組織」づくり
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地域のめざす姿を
思いに持つ人

気楽にまじめな
話ができる場

立場を超えた
仲間とのオープンな
連携と試行錯誤

二刀流の組織をつくる３つのポイント
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気楽に
まじめな話
をする場

オフサイトミーティング
気楽に
気楽な話
をする場
アフター５

まじめに
まじめな話
をする場
会 議

気楽に （立場・肩書を外す、本音を語る、人の話をよく聴く）
まじめな （事実・実態、本質に基づく、その場限りにしない、本気で）

（１）気楽にまじめな話ができる場

８
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（２）地域のめざす姿を思いに持つ人

地域のめざす姿

施策のめざす姿

戦略目標

職員・業務の目標

基本理念

総合計画基本構想に記された地域のめざす姿と
「こういうまちにしたい」という自分の思いを重ね合わせ、

仕事に生かして、日々改善につなげている

９
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上司は大きな方針を示す

思いを共有する仲間が
立場を超えて協創する

住 民

ボトムアップアプローチ

立場を超えた思いのネットワーク
仲間とのオープンな連携

対話

上司が答えを用意して
「指示・命令」する

部署・業務の担当ごとに
与えられた範囲内で課題をこなす

トップダウンアプローチ

担当ごとの縦割り
立場の範囲内での調整

住 民

（３－１）立場を超えた仲間（思いのネットワーク）
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（３－２）めざす姿に向けた試行錯誤

最初からすべての工程を計画しきれない
→めざす姿をイメージし、バックキャスティングして、

試行錯誤しながら近づけていく

現在地

途中経過のゴールイメージ

2合目

5合目

ゴール

めざす姿

７合目

「まずやってみる」
そこから次を考える

動きながら
次が見えてくる

11



11 Copyright 🄫🄫2021 Scholar Consult Co. All Rights Reserved

参考：イノベーター理論

資料：経済産業省 水素・燃料電池戦略協議会ワーキンググループ第２回 2014.3.2 資料２
「業務・産業用燃料電池について」資源エネルギー庁燃料電池推進室

ベレット.M.ロジャース氏が提唱するイノベーター理論によると、
新しい製品・サービスが市場に浸透するには、段階がある。

図 イノベーター理論
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提案募集方式の浸透に必要な２ステップ

国

地方自治体

制度とその改正

提案応募

地方自治体

住民

自治体それぞれの
住民サービス向上

国の制度運用

提案力の差

住民

住民サービス
向上力の差

住民の声・提案
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地域の戦略を
推進するリーダー

各種の場・媒体を
活用した課題創出

地域外との連携
による試行錯誤

二刀流の組織をつくる３ポイントのバージョンアップ
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住民は、住民サービスの対象であると同時に、
サービスの担い手でもある。

また、産官学金労言士、多様な連携の仕方がある。

首 長

職 員

行政組織

住 民

地方（自治体）

議 会

企業

金融
機関

大学

労働
団体

多様なサービスの担い手
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参考：プロセスデザイナーとは

●「オフサイトミーティング」を通じた社員相互の信頼関係の醸成

●組織内の改革当事者と相談しながら変革のプロセスをデザイン

●目に見えにくい組織風土体質問題の真因の見立て

●主体的なキーマンの発見・育成

●変革のネットワークから生み出される情報をキーとなる管理者や経営トップ層に提供

●話し合いの場をつくるなど、変革を促進するマネジメントの支援

「プロセスデザイナー」は、進化の価値観の体現者・使い手である

プロセスデザイナーの役割

ファシリテーターともコーチとも、コンサルタントとも違います。
プロセスデザイナーは、組織の人たちが考え、改革することを、ともに行動することでフィードバックし、

自分たちで組織を進化させる力を養成していきます
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参考：組織の問題と見え方

例えば…

l 経営に対する信頼が薄い（経営者の変革への本気度が社員に伝わっていない）

l 関心の範囲が狭い（周囲への無関心、他人事）

l 事実・実態が共有されない（“できない理由”や“不都合な事実”は表に出せない）

l 問題提起がしにくい（言い出しっぺが損をする）

l 仲間の協力に確信が持てない（一人で抱え込む、孤立感）

l 手段が目的化する（「なぜ、何のために」を考える習慣がない、全体感の欠如）

l “判断の軸”が人によって異なる（迷った時に何を優先すればよいのかがわからない）

例えば…

l ビジョン、戦略
l 組織体制
l 制度・ルール
l 業務プロセス など

見
え
や
す
い
問
題

見
え
に
く
い
問
題
（
組
織
の
風
土
・
体
質
的
問
題
）
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スコラ・コンサルト会社概要

■会社名 株式会社スコラ・コンサルト
■設立 1986年1月
■代表者 簑原 麻穂
■創業者 柴田昌治
■事業内容 スコラ式による企業風土改革コンサルティング

・企業風土改革コンサルティング
・組織・事業イノベーションの支援
・変革支援プログラム、研修、アセスメント
・中堅・中小企業経営者支援
・中央省庁および地方公共団体における風土改革支援
・講演／各種セミナー

■所在地 東京都品川区東五反田5-25-19 東京デザインセンター６F
TEL：03-5420-6251 ／ FAX 03-5420-6250
http://www.scholar.co.jp

日本社会で「大企業病」が大きくクローズアップされた 1980 年代の半ばから、組織のパフォ ーマンス
に大きく影響を及ぼす組織風土･体質に着目し、プロセスデザインアプローチ（＝スコ ラ式）の組織風土
改革を通じて 1000 件以上の企業・公的機関の変革を支援してきました。
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